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社会開発分野における
厚生労働行政の取り組み

• 厚生労働省が対応する国際的課題

– 金融危機下での貧困や雇用問題への取り組み

– 二国間経済連携協定（EPA）の交渉

• 国際的展開のチャンネル

– ASEANを中心とした開発途上国への国際協力

• 国際機関（WHO,ILO,OECD）を通じた協力

• 国際協力機構（JICA）を通じた協力

• 民間機関を活用した協力

– 対外経済交渉

– 欧米先進国との協議、政府対話

– 海外情報収集
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社会開発分野の
国際協力のチャンネル

• ILOマルチ・バイ協力
– ILOを通じ、マルチで協力が可能

– ILOアジア太平洋支局(ROAP)との協力

– 協力対象は、労働組合、NGO等と幅広い

• JICAを通じた協力
– 国際約束に基づく二国間協力

– 協力対象が政府機関（G to G）

• 民間組織を通じた協力
– マルチで協力が可能

– 協力機関は民間機関のもつネットワークを活用
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ILOマルチ・バイ協力(分野別)

雇用
職業能力開発

その他
労使関係

労働安全衛生

ジェンダー
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①アジア地域における女性の生活向上
（2001-2005年度）

• 目的

– ①雇用の促進，②女性の地位の向上，③男女平等の推進

• 活動内容

– 農業技術、手工芸品製造、家畜飼育などの職業訓練

– 協同組合活動の訓練、コミュニティー・ネットワーク形成

• 成果

– 使用者団体向けのジェンダー研修マニュアルの開発

– プロジェクト受益者の収入と貯蓄の増大

– 生計維持に向けた将来性のある手段としての協同組合の推進
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②ASEAN地域の移民労働対策事業
（2005-2009年度）

 背景

 ラオス、カンボジアからタイへ労働力が流入

 移民労働者の地位や人権の問題が顕在化
 目的

 移民労働者の権利確保

 送出し国（ラオス、カンボジア等）における雇用創出の
奨励

 労働力移動を適正に管理する仕組みの定着
 成果

 カンボジアやタイの移民労働政策のレビュー

 移民労働者の地位の向上

 移民労働者の権利確保のための出版物、セミナー開催
 『タイにおける移民労働者の経済的寄与』

 『移民労働者の権利における国際労働基準』など
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③ASEAN地域の健康確保対策事業
（2008-2010年度）

効果的な産業保健推進体制構築

ILO/WHOの連携モデルケース確立

 ROAP/ベトナム労働省

 労働安全と健康の

プロジェクト

 一次予防中心

 2009年1月

プロジェクト開始

 WPRO/ベトナム保健省

 産業保健プロジェクト

 二次予防以上

 2009年1-4月

プロジェクト開始

ILO WHO

事業の総合調整

合同プロジェクト
計画委員会

産業保健が課題とされているベトナムにおいて、現地政府及びILO・WHOの効果的
な連携により、疾病の減少・労働安全衛生水準の向上・保健分野人材育成等を通じ
て、ASEAN地域全体の産業保健推進体制の構築を目指す。
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④ASEANの労使関係事業
（2008-2010年度）

 目的

 ASEAN全域での労使協調体制の構築

 活動内容

 ASEAN地域の政労使、有識者による対話

 ワークショップ形式による、労働問題の知識・経験の共有
と意見交換

 ロードマップ、簡易ガイドラインを作成、配布

 期待される効果

 ASEAN諸国における、建設的な労使関係の推進
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⑤地球環境の問題に配慮した雇用戦略支援事業
（2009-2011年度）

環境への負荷を低減させる政策の整備・強化
・ 汚染物質排出規制強化
・ 産業廃棄物処理の適正化
・ 循環型社会の推進
・ 環境に優しいエネルギーへの転換 等

新たな雇用ニーズ 構造的・摩擦的失業

地域セミナー等意識啓発

ＱＣサークル等労使協働活動促進

環境に優しい仕事への職業能力開発

地球環境を守るための
職場単位の労使協力による
環境に優しい企業へ移行取組
（失業の予防）

新たな雇用への円滑な
労働移動支援

大量の失業者
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JICAを通じた協力

 雇用
○インドネシア雇用サービスセンター能力強化PJ(2009年9月～）

○タイ国総合雇用対策PJ(2003年～2005年）

 安全衛生
○中国安全生産科学技術能力強化計画PJ(2006年～2010年)

○マレーシア労働安全衛生行政支援PJ(2007年～2009年)

 職業能力開発
○タイ職業能力開発行政(雇用促進行政）(2002年～2004年)

 労働政策（個別専門家）
○インドネシア労働政策アドバイザー(2005年～）

○フィリピン労働政策アドバイザー(2002年～2007年)

○タイ総合雇用政策及び関連行政(2004年～2005年)
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インドネシア雇用サービスセンター
能力強化プロジェクト(2009-2011年度)

• 背景
– インドネシアの完全失業率：11.2%（2005年）

– 公的な職業紹介システムが十分に機能していない

– 2009-2011年度に雇用サービス改善調査を実施

• 公正かつ効率的な職業紹介システム構築のための提言
を策定

• 目標
– 雇用サービスセンターにおいて、改善された職業紹介が提

供されることによる雇用の促進

• 活動内容
– コンピューターを使った業務支援システムの導入

– 職員の運営・管理ノウハウを向上させるための技術支援
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民間組織を通じた協力

 人材養成

○技能実習制度推進事業

○国際技能開発計画

○技能評価システム移転促進事業

 安全衛生

○国際安全衛生促進事業

○技能実習生に対する事故・疾病防止対策等事業

 人事労務・労使関係

○ASEAN地域労使問題政労使セミナー事業

○国際労働関係事業

○アジア開発途上国人事・労務管理者育成事業
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ご清聴ありがとうございました。


